
市民の部 1 

１ 応募者概要   

氏 名または 

団体名 

（ふりがな：えぬぴーおーほうじん うみのもり・やまのもりじむきょく ） 
 

NPO 法人 海の森・山の森事務局 

代表者の 

役職・氏名 

（団体の場合） 

（ふりがな：  とよだ  なおゆき ） 
会員数 

（団体の場合） 
（令和元年 11 月現在） 217 名   （役職）     （氏名） 

理事長         豊田直之 

ホームペー

ジ 

アドレス 

http://www.uminomori-yamanomori.com 

2020 年 1 月より 

https://www.uminomoriyamanomori.com 

 

活動開始年月 平成  24 年  1 月   

活動地域 

（複数選択可） 

 １ 横浜市 （       ） 区          ２ 横浜市全域 

３ その他（ 茅ヶ崎市、三浦市  ） 
 

活動分野 

（複数選択可） 

１ 川・海・水 ２ 緑・樹林 ３ 農業 

 ４ ３Ｒ ５ 環境教育・学習 ６ 生物多様性 

７ 地球温暖化対策 ８ その他（                            ） 

活動の目的

やねらい 

幼児または小学校低学年から高齢者までのより多くの人たちに対して、自然環境保

護についての普及啓発事業を行い、青少年の健全育成、自然環境の保全、芸術振興

に寄与することを目的としています。 

 

過去に受けた表彰

および受賞年度 

生物多様性アクション大賞 審査員賞（平成 24 年度） 

横浜環境活動賞 実践賞（平成 25 年度） 

神奈川 SDGs パートナー  認定 神奈川県（平成 31 年度） 

 

 

 

２ 最近３年間の主な活動 

 

活動・取組・イベント等の

名称 

発行した印刷物等の名称 

参加人数、

発行部数等 
詳 細 内 容  

平

成

29

年

度 

大岡川 PGT 大作戦 

 

 

 

神奈川の滝探検ツアーの実

施 

 

 

 

大岡川写真展の開催 

 

 

 

 

のべ 592

名参加 

 

 

のべ 75

名参加 

 

 

 

のべ 370

名参加 

 

 

 

参加者（会員のべ 65 名、その他のべ 527 名）TOTO 水環境基金の

助成事業として、毎月 2回、大岡川のゴミ拾いを行ない、25 回

実施しました。拾ったゴミの総重量、800.169kg のゴミを回収。

適切に処理しました。 

 

参加者（会員のべ 28 名、その他のべ 47 名）神奈川県もり・み

ず市民事業支援補助金助成事業として、神奈川の水源の水を県

民に興味を持ってもらうための普及・啓蒙活動として神奈川県

内の滝を探検するツアーを 10 回実施しました。 

 

参加者（会員のべ 42 名、その他のべ 328 名）神奈川県もり・み

ず市民事業支援補助金助成事業として、神奈川県の水源環境を

知っていただくための写真展を開催。活動や大岡川ニュースの

PR にもつながりました。TOTO 株式会社横浜支社内の展示エリ

ア、横浜マリンタワーの会場で開催しました。 

 

【応募用紙】 
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城ヶ島海底およびビーチク

リーン 

 

 

 

茅ヶ崎沖海底清掃 

 

 

 

 

大岡川不法投棄自転車の引

き上げ 

 

 

広報紙の発行 

大岡川ニュース 4号発行 

 

大岡川ニュース 5号発行 

 

大岡川ニュース 6号発行 

 

大岡川ニュース 7号発行 

のべ 113

名参加 

 

 

 

のべ 20

名参加 

 

 

 

のべ 93

名参加 

 

 

 

4 名 

5,000 部 

4 名 

5,000 部 

4 名 

5,000 部 

4 名 

5,000 部 

参加者（会員のべ 8名、その他 105 名）イオン環境財団からの

助成事業として、城ヶ島ダイビングセンターとの協働で、陸上

のビーチ清掃とボランティアダイバーによる海底清掃を実施。9

月に 2回実施。トータル 65.27kg のゴミを回収。三浦市の基準

に従って適切に処理しました。 

 

参加者（会員のべ 5名、その他のべ 15 名）イオン環境財団から

の助成事業として、茅ヶ崎沖海底のボランティアダイバーによ

る海底清掃を実施。12 月と 1月に各 1回、計 2回実施。トータ

ル 27.46kg のゴミを回収。茅ヶ崎市の基準に従って適切に処理

しました。 

 

参加者（会員のべ 15 名、その他のべ 78 名）イオン環境財団の

助成事業として、大岡川に不法投棄されている自転車の引き上

げを実施。3月に 2回実施。5台の自転車を引き上げ。神奈川県

警察による検分後、産業廃棄物として適切に処理しました。 

 

年に 4回発行している広報紙、4月に 4号、7月に 5号、11 月に

6号、1月に 7号を発行しました。この年度より 6ページへ増ペ

ージ、発行部数を 5,000 部/回としました。 

平

成

30

年

度 

小学校への環境出前授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

大岡川 PGT 大作戦 

 

 

 

大岡川写真展の開催 

 

 

 

 

 

のべ 640

名の小学

生に実施 

 

 

 

 

 

 

のべ 734

名参加 

 

 

のべ

1,680 名

参加 

 

 

 

よこはま夢ファンド助成事業として、横浜市立日枝小学校で 20

回実施。小学校への環境出前授業を本格的に取り組むため、教

室での座学、公園の親水エリアで生物観察、大岡川源流域・氷

取沢見学など、環境出前授業のやり方と問題点の洗い出しを担

任の先生と一緒に行ないました。その過程で、牛乳メーカーへ

のストロー不要のパッケージの提案、目白大学児童教育学科と

のセッション授業、パタゴニア横浜・関内ストアとのコラボ授

業などを展開しました。 

 

参加者（会員のべ 118 名、その他のべ 616 名）TOTO 水環境基金

の助成事業として、毎月 2回、大岡川のゴミ拾いを行ない、23

回実施しました。拾ったゴミの総重量 698.204kg のゴミを回

収。適切に処理しました。 

 

参加者（会員のべ 80 名、その他のべ 1,600 名）TOTO 水環境基

金、よこはま夢ファンド、イオン環境財団の助成事業として、

海洋プラスチック汚染についての写真展を開催。横濱ロータリ

ークラブさんとの協働でみなとみらい MM テラス、東京湾大感謝

祭に出展しての赤レンガ倉庫会場、大岡川運河パレードに出展
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城ヶ島海底およびビーチク

リーン 

 

 

 

 

 

 

茅ヶ崎沖海底清掃 

 

 

 

 

 

大岡川不法投棄自転車の引

き上げ 

 

 

 

 

川でつながる SDGs 交流会の

実施 

 

 

 

 

 

 

 

広報紙の発行 

大岡川ニュース 8号発行 

 

大岡川ニュース 9号発行 

 

大岡川ニュース 10 号発行 

 

大岡川ニュース 11 号発行 

 

 

 

のべ 298

名参加 

 

 

 

 

 

 

のべ 22

名参加 

 

 

 

 

のべ 48

名参加 

 

 

 

 

のべ 154

名参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 名 

5,000 部 

4 名 

5,000 部 

4 名 

5,000 部 

3 名 

5,000 部 

しての日本丸メモリアルパーク会場で開催しました。活動や大

岡川ニュースの PR、会員の入会にもつながりました。 

 

参加者（会員のべ 18 名、その他 280 名）イオン環境財団、セブ

ンイレブン記念財団からの助成事業として、城ヶ島ダイビング

センターとの協働で、城ヶ島漁業協同組合、釣り具のダイワ

（グローブライド 株式会社）の協力も得て、陸上のビーチ清掃

とボランティアダイバーによる海底清掃を実施。9月に 2回 12

月と 1月に 1回ずつ計 4回実施。トータル 435.659kg のゴミを

回収。三浦市の基準に従って適切に処理しました。 

 

参加者（会員のべ 6名、その他のべ 16 名）イオン環境財団の助

成事業として、茅ヶ崎沖海底のボランティアダイバーによる海

底清掃を実施。12 月と 1月に各 1回、計 2回実施。トータル

117.74kg のゴミを回収。茅ヶ崎市の基準に従って適切に処理し

ました。 

 

参加者（会員のべ 10 名、その他のべ 38 名）セブン-イレブン記

念財団の助成事業として大岡川に不法投棄されている自転車の

引き上げを実施。1月と 2月にそれぞれ 1回、計 2回実施。4台

の自転車を引き上げ。神奈川県警察による検分後、産業廃棄物

として適切に処理しました。 

 

参加者（会員のべ 15 名、その他のべ 139 名）8月に当 NPO、株

式会社大川印刷、株式会社太陽住建の三者で、大岡川をベース

に、川から人へ、人から暮らしへと、川で人と企業と行政がつ

ながって行くための交流会を発足。奇数月開催と定め、9月に第

1回目を協働開催。その後も 11 月、1月、3月と協働開催しまし

た。1〜3回は、協働の各社代表がスピーカーとなり、3月開催

の第 4回目からは外部の方にお願いし、SDGs デザインセンター

信時正人センター長による講演となりました。 

 

 

年に 4回発行している広報紙、4月に 8号、7月に 9号、11 月に

10 号、1月に 11 号を発行しました。10 号より 8ページへ増ペー

ジしました。 
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令

和

元

年

度 

小学校への環境出前授業 

 

 

 

 

 

 

茅ヶ崎市でのワークショッ

プ 

 

 

 

 

大岡川 PGT 大作戦 

 

 

 

城ヶ島海底およびビーチク

リーン 

 

 

 

 

 

川でつながる SDGs 交流会の

実施 

 

 

 

 

 

 

地球温暖化現象のアフリ

カ・キリマンジャロ山頂の

氷河取材 

 

 

 

 

 

 

 

のべ 700

名の小学

生に実施 

 

 

 

 

18 名 

 

 

 

 

 

のべ 446

名参加 

 

 

のべ 291

名参加 

 

 

 

 

 

のべ 96

名参加 

 

 

 

 

 

 

1 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市立瀬谷第二小学校 7回、横浜市立日枝小学校 6回、横浜

市立大正小学校 1回、横浜市立馬場小学校学童保育 1回、横浜

市立荏田東第一小学校 2回、横浜市立中尾小学校 1回実施。教

室での座学から始まり、茅ヶ崎海岸でのマイクロプラスチック

粒子採取、マイクロプラスチック粒子を使った万華鏡作り、城

ヶ島海岸での漂着プラスチックゴミ視察および回収処理実習を

実施しました。 

 

 

参加者（会員 3名、その他 15 名） 

茅ヶ崎市高砂コミュニティーセンターとの協働で実施しまし

た。子どもたちを集め、プラスチックごみについての座学、茅

ヶ崎海岸でのマイクロプラスチック粒子採取、マイクロプラス

チック粒子を使った万華鏡作りのワークショップを開催しまし

た。 

 

参加者（会員のべ 69 名、その他のべ 377 名）毎月 2回、大岡川

のゴミ拾いを行ない、悪天候のために実施できなかった回もあ

りましたが、12 回実施し、513.769kg のゴミを回収。適切に処

理しました。 

 

参加者（会員のべ 12 名、その他のべ 279 名）城ヶ島ダイビング

センターとの協働で、城ヶ島の海底をボランティアダイバーた

ちが潜って海底のゴミ拾い。陸上は、小学生たち、ダイワヤン

グフィッシングクラブのメンバー、釣り人、一般観光客の参加

によりビーチクリーンを実施。9月に 3回、11 月に 1回実施。

トータル 173.617kg のゴミを回収。三浦市の基準に従って適切

に処理しました。 

 

参加者（会員のべ 9名、その他のべ 87 名） 

当 NPO、株式会社大川印刷、株式会社太陽住建の三者協働にて 5

月、7月、9月と開催。NPO 法人ぷかぷかの理事長高崎明氏、三

承工業株式会社の寺田有希美さん、西岡徹人社長、ソーシャル

アクションカンパニー株式会社の佐藤正隆氏、公益財団法人地

球環境戦略研究機関の藤野純一氏と片岡八束氏、株式会社太陽

住建社長の河原勇輝氏、横浜市資源リサイクル協会の戸川孝則

氏による講演。講演後は交流会としました。 

 

小学校への環境出前授業のテーマとして、地球温暖化はテーマ

リクエストとして多くなってきています。ただ、具体的な話を

しようとすると、意外ときちっとした具体例を示すことは難し

く、子どもたちへの話も曖昧な形で終わってしまいがちです。

そこで、2008 年に国連が警鐘を鳴らしたアフリカ大陸最高峰・

キリマンジャロ山頂（5,895m）の氷河の融解を豊田理事長がク

ラウドファンディングで資金を集め、撮影及び取材をしてきま

した。今後、取材してきた写真をベースに、多くの小学校や一

般の方たちへ環境出前授業や講演を行なっていく予定です。 
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広報紙の発行 

大岡川ニュース 12 号発行 

 

大岡川ニュース 13 号発行 

 

大岡川ニュース 14 号発行 

 

3 名 

5,000 部 

3 名 

6,000 部 

4 名 

6,000 部 

年に 4回発行している広報紙、4月に 12 号、7月に 13 号、11 月

に 14 号を発行しました。13 号より発行部数を 6,000 部/回とし

ました。 

 

 

 

 

 

３ 地域との関わり 

 活動・取組等の名称 詳 細 内 容  

自治会・

町内会と

の関わり 

大岡川 PGT（P プラスチ

ック Gゴミ T 獲ったど

ぉ）大作戦 

 

下記にこの活動の詳細を記してあります。 

第三土曜日の日ノ出町・黄金町エリアのゴミ拾いの際、日ノ出町自治会、

日ノ出町青年会、それぞれの会員参加などのご協力をいただいています。 

 

 

学校との

関わり 

環境出前授業と実習の

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大岡川 PGT（P プラスチ

ック Gゴミ T 獲ったど

ぉ）大作戦 

 

 

 

学校教育の総合学習において、単に単発的な出前授業では終わらず、年

度を通じての総合学習支援を行いました。 

・横浜市立瀬谷第二小学校 6 年 1 組 テーマ:海洋プラスチック汚染とマイ

クロプラスチック 

・横浜市立日枝小学校4年2組 テーマ:プラスチックゴミと海洋プラスチック

汚染、マイクロプラスチック 

・横浜市立荏田東第一小学校3年2組 テーマ:プラスチックゴミと海洋プラ

スチック汚染、マイクロプラスチック 

・横浜市立中尾小学校5年2組 テーマ:海洋プラスチック汚染とマイクロプ

ラスチック 

瀬谷第二小と日枝小は、茅ヶ崎市茅ヶ崎海岸へのマイクロプラスチック粒

子採取実習、三浦市城ヶ島への漂着プラスチックゴミ視察と回収実習を行

ないました。また両校は、当NPOと一緒に桂川・相模川流域協議会のシン

ポジウムとエコプロダクツ展で活動報告を行ないます。 

単発出前授業 

・横浜市立大正小学校5年生 テーマ:海が終われば、地球は終わりだ! 〜

プラスチックゴミと海洋プラスチック汚染〜 

・横浜市立馬場小学校学童保育 テーマ:海が終われば、地球は終わりだ! 

〜プラスチックゴミと海洋プラスチック汚染〜 

・横浜市立東高校1年生および2年生 テーマ:イーストタイムプレミアムプロ

グラムII講座 プラスチックと環境、マイクロプラスチックを減らす 

 

下記にこの活動については詳しく記載してありますが、第三土曜日に実施

している大岡川流域のゴミ拾いに、横浜市立日枝小学校の5年生有志と4

年2組（担任の先生も参加）の子どもたちが毎回参加してくれています。ゴミ

の重量のデータも取り、授業内容に反映してくれています。 
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大学との連携 横浜市立日枝小学校において、当NPOと一緒に行なった環境出前授業

をきっかけとして、目白大学児童教育学科の石田好広教授とそのゼ

ミの学生たちとつながりました。現在も双方において情報交換など

をしていますが、近いうちに何か連携してアクションを起こす予定

です。 

 

他の市民

団体との

関わり 

大岡川 PGT（P プラスチ

ック Gゴミ T 獲ったど

ぉ）大作戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

茅ヶ崎沖海底清掃およ

びビーチクリーン活動 

 

桂川・相模川流域協議

会シンポジウムの開催 

 

 

 

 

 

 

講演 

毎月第一土曜日と第三土曜日に実施している大岡川流域のゴミ拾

い。 

第一土曜日は、井土ヶ谷エリア。このエリアでは、グリーンバード

横浜南とそれぞれの会員やメンバーが運営し、参加するという協働

にて活動を行なっています。 

第三土曜日は、日ノ出町・黄金町エリア。このエリアでは、横浜 SUP

倶楽部とそれぞれの会員やメンバーが運営し、参加するという協働

にて活動を行なっています。また、私たちの活動に、横浜海洋市民

大学、ハマの海を想う会、桜桟橋 e-boat club、NPO 法人濱橋会の会

員やメーバーが参加するという協力をいただいています。 

 

この活動に対し、桂川・相模川流域協議会から活動資金の一部を補

助していただくというご支援をいただいています。 

 

11/10（日）茅ヶ崎市役所分庁舎コミュニティホールにて開催された

シンポジウムに関して、会のメンバーとして当 NPO が所属し、シン

ポジウム開催実行委員として実務にあたっています。シンポジウム

は、神奈川県と山梨県による水源環境保全・再生のための施策や取

り組みを多くの人たちに知っていただくためのもので、216 名の参加

がありました。また来年度より、当 NPO 豊田理事長が当団体の横浜

部会のリーダーとなる予定で話が進んでいます。 

 

一般社団法人 SDGs 活動支援センター（令和元年 7/7 アースデイ鎌倉

において SDGs とプラスチックフリー 身近な海のプラスチック汚染

について 対象者 鎌倉市民）、一般社団法人 SwitchSwitch（令和

元年 11/24 環境ふくい未来創造事業において生命のつながり〜地球

温暖化によるキリマンジャロの山頂氷河溶融から深刻な海洋プラス

チック汚染〜について 対象者福井県民）、横濱ロータリークラブ

（平成 29 年 10/24 同クラブ例会において大岡川環境保全再生活動

について 対象者 同クラブメンバー）、横浜学童保育連絡協議会

（令和元年 12/1 研究集会において海洋プラスチック汚染とマイクロ

プラスチックについて 対象者同協議会会員）、川でつながる SDGs

交流会（令和元年 11/27 例会において地球温暖化によるキリマンジ

ャロ山頂氷河の溶融について 対象者 一般）などから講演の依

頼。 
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企業等と

の関わり 

川でつながる SDGs 交流

会 

 

 

 

大岡川ニュースの発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大岡川 PGT 大作戦 

 

 

 

 

 

城ヶ島海底清掃および

ビーチクリーン活動 

 

 

 

 

 

 

カレンダー 

 

 

 

 

 

助成 

 

 

 

 

 

奇数月に「川でつながる SDGs 交流会」を株式会社大川印刷、株式会

社太陽住建、当 NPO の三社協働で開催しています。ここに多くの企

業の方たちや一般の方たちにもご参加いただき、机上の SDGs ではな

く、SDGs の現場アクティビストを養成する交流会としています。 

 

年 4 回発行している大岡川ニュース（A3 判 オールカラー 8 ペー

ジ 毎号 6,000 部）の制作・発行に次の企業さまに広告出稿いただ

いています。 

株式会社大川印刷、医療法人社団 湘南太陽会、医療法人秀晃会 馬

車道レディスクリニック、アサヒタクシー株式会社、株式会社ワイ

ズカーセールス、株式会社オオスミ、T’s、BAR ENMA、株式会社勝

烈庵、株式会社横濱屋、有限会社共栄商事不動産、株式会社ここく

らす、吉田興産株式会社、株式会社一品香、三好商会グループ、株

式会社太陽住建、株式会社キクシマ、合名会社川本屋商店、ぐみょ

うじ車屋呉服店、株式会社加賀美自動車、有限会社登良屋。 

 

この活動に対して、参加メンバーとしてご協力いただいています。 

井土ヶ谷エリア 公益社団法人日本退職者協会 

日ノ出町・黄金町エリア TOTO 株式会社横浜支社、横濱ロータリー

倶楽部、一般財団法人大岡川川の駅運営委員会、公益社団法人日本

産業退職者協会。 

 

この活動は年度内に数回実施しており、城ヶ島ダイビングセンター

と協働で行なっています。またこの活動に対して、城ヶ島漁業協同

組合、釣り具のダイワ（グローブライド株式会社）にもご協力いた

だいています。特にダイワさんからは、この会社が運営するダイワ

ヤングフィッシングクラブのメンバーをビーチクリーン活動に送り

込んでくれています。 

 

 

2020 年の横浜信用金庫カレンダー。SDGs カレンダーとして、「よこ

はま水物語」というテーマで、全て豊田理事長が撮影した横浜市の

水源・山梨県道志村の水の写真で構成されました。また、カレンダ

ー展として横浜信用金庫店舗にて写真展も開催されることが決まり

ました。 

 

公益財団法人イオン環境財団、一般財団法人セブン-イレブン記念財

団、TOTO 水環境基金、一般社団法人コンサベーション・アライアン

ス ジャパン、公益財団法人安藤スポーツ・食文化振興財団、富士

ゼロックス端数倶楽部、パタゴニア、一般財団法人 NPO 法人等支援

池田財団（アイネット地域振興財団）、ヨコハマ SDGs デザインセン

ター。 
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講演 

 

横浜第二印刷工業団地協同組合（平成 30 年 11 月 SDGs の取り組み

について 対象者 同組合メンバー  令和元年 11/15 地球温暖化

とキリマンジャロ山頂氷河溶融について 対象者 同組合メンバ

ー ）、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社（平成 31 年 3/14 

SDGs 中小企業フォーラムにおいて、海洋プラスチック汚染とマイク

ロプラスチサックについて 対象者 同社社員および関連会社社

員） より講演の依頼。 

 

行政との

関わり 

助成 

 

 

協働 

 

 

 

 

委員 

 

 

講演 

横浜市市民局 市民活動支援課 「よこはま夢ファンド」から小学

校への環境出前授業事業について助成いただいています。 

 

横浜市温暖化対策統括本部 YES 協働パートナーに登録しています。 

神奈川県 SDGs パートナーに認定され、協働で動き始めています。 

茅ヶ崎市高砂コミュニティーセンターとの協働でマイクロプラスチ

ックについての座学とワークショップを開催しました。 

 

理事長豊田が、神奈川県水源環境保全再生かながわ県民会議委員に

任命されて委員として水源環境保全再生の活動を行なっています。 

 

神奈川県（平成 28 年 11/5 神奈川県県民フォーラム ともに築く水

源環境〜かながわ 910 万人の挑戦〜において かながわの水物語に

ついて 対象者 神奈川県民）、福井県（令和元年 11/23 ふるさと

環境フェアにおいて海洋プラスチック汚染について 対象者 福井

県民）などから講演の依頼。 

 

 

その他、

環境以外

の分野と

の関わり 

芸術家（作曲家、演奏

者、写真家、映像作

家、画家、デザイナ

ー） 

以前の活動で、ビジュアルコンサートを開催・運営している関係

で、音楽家の人たちの連携が強くあります。映像の BGM 制作やイベ

ントの際のコンサート開催など、現在でも連携を保っています。写

真家や映像作家とは理事長豊田の仕事の関係で多くの方たちと連携

しています。また画家やデザイナーなどとの連携も強く持っていま

す。 

 

 

 

４ 団体の発足経緯／活動を始めたきっかけ、動機 

※立ち上げた主体、どのようにして活動に携わる人が増えてきたのか等も合わせ、具体的に記入してください。 

※個人の方は、活動を始めたきっかけについて記入してください。 

2000 年から代表・豊田直之が、写真家として鹿児島県・屋久島で写真作品「水の輪廻」を撮影開始。

撮りためた作品でスライドショーの作成を始めました。BGM も作曲家に依頼し、2009 年より音楽家たち

とビジュアルコンサート（環境映像と音楽の生演奏のコラボレーション）を企画・開催。好評を得て、

800 名、1,400 名の観客を動員。環境保全・再生を目的とした社会貢献の活動をしていこうという話にな

り、2012 年に NPO 法人化。会員は 13 名。活動を続けるも、会員数は 3 名増えたのみでした。2016 年春
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に広報紙「大岡川ニュース」創刊準備号を発行。この時点で会員 45 名。夏に創刊号を発行し、広報をし

っかりとしていくこと、また広報誌を活用して様々な団体や企業などを訪問しました。2017 年春には会

員数が 176 名に。2019 年現在で 217 名となりました。会員が増えるのと同時に、私たちの活動に多くの

方たちが参加するようになり、また助成申請が採択されるようになり、活動の幅がどんどん増えている

状況です。 

 

５ 今までの活動 

活動の目標・ねらいに対する成果 

1.大岡川をベースに、小学生から高齢者の方まで、ゴミ拾いを通じて啓蒙し続けています。 

 大岡川という河川を通じて、海洋プラスチック汚染やマイクロプラスチックなど、社会の課題に多く

の人たちを気づかせる機会を多く設け、その課題を当事者として捉えてもらえています。多くの人たち

の創造力を引き出しつつ、一緒に問題を解決する方向にベクトルを向けています。 

2.年 4 回発行の広報紙が、身近な環境問題の普及啓蒙に大きなチカラを発揮しています。 

 私たちが大岡川の源流から河口までを取材するうちに、この川の生物多様性、環境問題、歴史、文化

などに触れ、この川に多くの興味を持ちました。それらをひとつひとつ記事にしていくことで、多くの

人たちに大岡川という河川に興味を持たせることにつながりました。この広報紙の発行と並行してこの

河川でのゴミ拾いなどを通じて、河川から流出することで起きている海洋プラスチック汚染やマイクロ

プラスチックなど、環境問題の普及啓蒙につなげることができています。 

3.今までの活動が、小学校への環境出前授業として実を結んでいます。 

 NPO 設立から丸 8 年、設立前からの活動も含めて私たちの NPO が得てきたスキルを小学校への環境出前

授業や実習に活用し、子どもたちと一緒に社会の課題解決に結びつけています。単発的な出前授業に終

わらず、年度内を通じて何度も課題解決に向けて教室での座学、実際の現場での実習、そしてシンポジ

ウムやイベントなどに子どもたちと一緒に参画し、活動報告会を数多く催しています。子どもたちのプ

レゼン能力も増強することにもつながっています。 

 

生物多様性に関する取組 （生物多様性特別賞の選考の参考とします） 

※取組の中で、生物多様性に関するものを記入してください。 

●環境出前授業の中で、子どもたちを対象に、環境学習、自然観察を実施し、さまざまな生き物とのつながりにつ

いての理解を深めました。 

横浜市立日枝小学校 4年生との総合学習で、2018 年度、2019 年度と大岡川を中心に蒔田公園内の生物

調査を行ない、どんな生き物が暮らしているかを調べました。また、2018 年度は大岡川源流域・氷取沢

へバスをチャーターして子どもたちとともに自然観察を行ない、大岡川全体の生き物とのつながりにつ

いて理解を深めました。 

●川や海岸のごみ拾いを行い、そこに生息する動物の生息環境を改善しました。 

横浜市立日枝小学校 4年 2組、横浜市立瀬谷第二小学校 6 年 1組は、それぞれバスをチャーターして

茅ヶ崎・サザンビーチへマイクロプラスチック採取、三浦市・城ヶ島へ漂着プラスチック回収を行な

い、そこの海に生息する生き物の生息環境を改善しました。横浜市立荏田東第一小学校 3年 2組は、学

校周辺から近くを流れる早渕川までのごみ拾いを行ない、生息する動植物の生息環境を改善しました。 

●大岡川 PGT 大作戦により、大岡川の生き物たちの生息環境を改善しました。 

月に 2回行なうごみ拾い・大岡川 PGT 大作戦により、大岡川に生息する生き物たちの生息環境を改善

しました。 

●城ヶ島の海底清掃により、城ヶ島の海の生き物たちの生息環境を改善しました。 
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ボランティアダイバーを募り、海底に沈むプラスチックゴミを中心にごみ拾いを行ないました。ゴミ

と一緒に付着海藻の中に潜む甲殻類やゴカイ類などをごみから分離して、見つけた生き物は全て海に戻

しました。 

●茅ヶ崎沖の海底清掃により、城ヶ島の海の生き物たちの生息環境を改善しました。 

ボランティアダイバーを募り、海底に沈むプラスチックゴミを中心にごみ拾いを行ないました。ゴミ

と一緒に付着海藻の中に潜む甲殻類やゴカイ類などをごみから分離して、見つけた生き物は全て海に戻

しました。 

●大岡川不法投棄自転車を引き上げ、川底の生き物の生息環境を改善しました。 

大岡川に不法投棄された自転車を引き上げました。自転車は牡蠣や藻が付着し、その中に潜む甲殻類

やゴカイ類などを分離して、見つけた生き物は全て川に戻しました。 

 

 

６ 今後の活動方針  

※次年度以降の目標や、活動継続のためにどう引き継いでいくのかも含めて具体的に記入してください。 

1.環境をテーマにした小学校の総合学習の支援事業を確立します。 

現在は助成によってこの事業がなんとか成り立ち始めていますが、助成金に頼り切らず、きちんと収支 

バランスのとれた事業として確立します。また、会員の中に生物にとても詳しいメンバーもいるので、総 

合学習のコンテンツもさらに増やして、環境に関する総合学習の幅を広げていきます。 

2.より多くの子どもたちを環境問題の起きている現場に連れていきます。 

2019 年度の活動で一番注目を集めたのは、バスをチャーターして子どもたちを小学校から茅ヶ崎海岸や 

城ヶ島へ連れて行ったこと。海洋プラスチック汚染やマイクロプラスチックの問題を、子どもたちが自分 

ごととして認識し、自分たちの未来のためにどうしたらいいかを考えさせる機会を与えられたこと。ただ、

バスのチャーター代がかなりかかること、また安全管理を徹底するためにスタッフの配置など、困難なこ 

とも少なくなく、現実的にはそう簡単ではありません。資金調達、人材確保も含めて、態勢を整え、可能 

な限り多くの子どもたちを担任の先生と協力し合いながら現場に連れていきます。 

3.刷新したホームページを加え、広報紙と連動した強力な広報を打ち立てます。 

ホームページは設立当初からありましたが、広報紙の制作に力を入れすぎていて、更新も思うように進 

まず、構成も現在の活動に則していないため、2020 年 1 月上旬を目標に完全リニューアル版を製作中です。

今後は、広報紙に QR コードを印刷して、QR コードからホームページへのリンクをはかる。多くの企業さ 

まから広告出稿いただいているので、紙面の広告から企業のホームページへのリンクする。紙面に掲載さ 

れた写真や過去の広報紙バックナンバーなどがスマホやパソコン、iPad などで見られるようにします。紙 

媒体の良さとインターネットの良さを両方兼ね備えた最強の広報力で私たちの活動を広報し、さらに多く 

人たち、企業、団体、財団、行政を巻き込んだ活動を展開させます。 

 

 

７ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント 

※最も注目してもらいたい／評価してもらいたい取組や、これまでの項目に当てはまらないＰＲポイントについて具体的に記入

してください。 

1.実施した環境出前授業によって、子どもたちが社会を動かし始めていること。 

 2018 年度に横浜市立日枝小学校で行なった環境出前授業から、子どもたちが給食に出る牛乳パックのス 

トローを使わない活動を自発的に開始し、そのことから子どもたちがストローを使わなくても飲める牛乳 

パックのデザインに乗り出しました。学校に納入していた横浜乳業に担任の先生からそのことを相談した 
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ところ、横浜乳業と横浜乳業にパッケージを納入している日本製紙の両社から社員 8名が来校し、子ども 

たちのプレゼンを聞き、新しいパッケージのデザインを社内的に開発し始めました。（詳細は添付資料、 

神奈川新聞切り抜きを参照願います）また、横浜市立瀬谷第二小学校では、ベットボトルから作られた布 

と自分たちの拾ってきたペットボトルを交換してもらい、その布で自分たちでエコバッグを作成し、近く 

のフジスーパーに納入予定。レジ袋を使わない買い物に大いに貢献できる予定です。 

2.環境出前授業が単発なものではなく、年度を通じて総合学習を支援し、多くの実習を実施していること。 

 環境出前授業が単に教室内での座学にとどまらず、その年度を通じてしっかりと子どもたちに寄り添い、

子どもたちのフレッシュな創造力を引き出すような実習を数多く取り入れて実施していることです。例え 

ば、海洋プラスチック汚染やマイクロプラスチックの問題をテーマにした場合、普通は写真や現物を教室 

内で見せて終わるのですが、それを茅ヶ崎海岸や城ヶ島まで一緒に実習に行くことで、現状の酷さをそし 

て深刻さを実際に目で見て、手で触って、肌で感じてもらっています。子どもたちに自分たちの未来を自 

ごととして捉えてもらうために。（詳細は添付資料、大岡川ニュースの切り抜きを参照願います） 

3.環境出前授業を通じて、子どもたちの発表の場をさまざまな場所で展開させていること。 

 環境出前授業を行なったことで、子どもたちのフレッシュな創造力が溢れ出すのですが、普通は学校内 

での保護者に向けての発表程度で終わってしまっています。子どもたちの感じたまま、考えたままの生な 

声を、より多くの人たちに聞いてもらうため、校外で子どもたちと一緒に活動報告を行なう場をセッティ 

ングして、実施しています。今年度もすでに 11/10 に茅ヶ崎市役所分庁舎で行われた桂川・相模川流域協 

議会シンポジウムで会場のおよそ 250 名の前で 活動報告を行ないました。また 12/5 にも東京ビックサイ

トで行われる第 21 回エコプロ 2019 に、日枝小、瀬谷第二小ともにそれぞれ小さなブースを出してもらい、

そこで子どもたちと一緒に活動報告を行なう予定です。（詳細は添付資料、大岡川ニュースの切り抜きを 

参照願います） 

4.広報紙（大岡川ニュース）の内容とクオリティー 

 私たちの活動を広く知っていただくために、活動と並行して、活動と同じぐらいの熱量で制作している 

のが広報紙です。大岡川流域の探訪、人物紹介、イベント、子どもたちとの環境学習、専門家による水質 

の話、大岡川に生息する野鳥や昆虫、動物のこと、環境に関するさまざまな独自チャレンジレポート、大 

岡川の水中ドローン調査、理事長のエベレスト挑戦までの話など、内容も盛りだくさん。毎号編集会議を 

しっかりと開催して制作し、現在 14 号（創刊準備号を入れると 15 号）まで発行しています。残念ながら 

添付できる資料の分量制限から添付資料としては提出できませんが、切り抜きはオリジナルを貼り付けて 

おきますので、ぜひご覧いただきたいと思います。（詳細は添付資料、大岡川ニュースの切り抜きを参照 

願います） 

 

 











前回受賞からの発展内容 

NPO法人海の森・山の森事務局 

 

 前回、環境活動賞奨励賞をいただいた平成25年（2013年）の時は、NPOの知名度も

なければ、当然のことながらご支援いただける方や団体もほんのわずかでした。それか

らの6年間でかなりの進化を遂げています。 

1.会員数10数名から216名へ増加。 

 2013年は会員数15名ほどでしたが、現在は216名。活動が盛んになり、活動助成金

の獲得が増え、活動に幅が出て来て多くの人たちが集まるようになりました。またその

ことで企業や財団などからの協力や支援が得られやすくなり、自然と会員数が増えて行

きました。 

2.広報紙の充実。 

 2016年の4月に私たちの広報紙「大岡川ニュース」の創刊準備号を発行し、同年7

月に創刊しました。環境の団体が出す広報紙なので、環境に配慮した印刷とするために

株式会社大川印刷に印刷をお願いし、FSC認証紙、ゼロカーボンプリントを創刊当初か

ら採用。インターネットではなく、紙媒体によるビジュアル表現で広報したことが多く

の方たちから応援を得ることができました。会員数が増えた立役者としても、広報紙が

大きなチカラになっています。今年度は、さらにインターネットと連動する広報を準備

していて、2020年1月より完全リニューアルしたホームページが立ち上がる予定で、

広報紙とインターネットの二人三脚の広報が始まります。 

3.新聞やテレビ、ラジオなどで取り上げていただけている。 

 私たちの広報紙やSNSなどによる発信で、新聞、ラジオ、テレビなどのマスコミが反

応してくれています。活動などを取り上げていただける機会が増し、そのことが認知度

を増すことにつながったり、支援を得られることにつながったり、会員獲得につながっ

たりという相乗効果が出てきています。 

4.他団体や企業、財団、行政、学校との連携。 

 2016年にはごくわずかな連携しかありませんでしたが、現在は応募用紙に記載され

たように他団体や企業、財団、行政、学校、町内会などとの連携が、しっかりと歯車が

噛み合うように力強く連携できて活動できています。 

5.小学校の総合学習の支援展開が急速に発展しています。 

 自分たちのスキルを社会の課題解決に結びつけるために、小学校の総合学習に環境を

テーマに取り組むことの支援を2018年度から開始。2018年度にありとあらゆる面から

環境出前授業のあり方を徹底的に調べ、思いついたことは担任の先生とも相談しながら

トライして問題点を洗い出しました。また、環境教育の先進的な取り組みをしている仙

台市と宮城県へのヒアリングと視察も行ないました。なかなか外部からは入り込めない

小学校に、2019年度はすでに6校も関わっており、2020年度はさらに数が増える気配

が見えてきています。担任の先生とともに、環境テーマの総合学習で子どもたちに課題

を自ら気づかせ、その課題を子どもたちひとりひとりを当事者として捉えさせ、子ども

たちの創造力を導き出して一緒に問題解決の糸口を探ります。 
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